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表 面 の 分 極 波 構 造
九大教養 中 山 正 敏
1.表面電子系の面に垂直な分極波構造を論じたい｡まず,線形理論のおさらい｡1)
面に局在した分極波
Pz- P s ♂ (Z)exp 〔i (kx - a't)〕
があるとき,電場の境界接続条件は,
Ex(+0)- Ex(-0)ニ ー 47'ikPs
となる (共通位 相 因子は省 く )ops は ･連続量Dz(0)によ り
ps - xz(Z2D)Dz(0 )
と表わされるとすれば,p-偏光波の分散式は,
α α1 2
- +-8 61 2
47T k 2 x (2I)) (k,aJ)ZZ












U- 争 (- iE2,十 慧 E2･言f2(1-[6E2, (6)
となるo f-ku,00- 電荷密度,a- 表面張力係数o oo>oc-(p9q/4W2)yaで不
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と近似される｡ γはspinや valleyによる縮退因子である｡ (15)を用いてgap方程
式の解をしらべると,a,b両バンドの有効質量が等しい場合には trivialな解 しかな
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